
龍頭が滝（雲南市掛合町）
「日本の滝百選」に選定されている名瀑で、
毎年８月には「龍頭が滝まつり」が開催されます。
写真提供　（一社）雲南市観光協会
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４
月
1
日
付
け
で
、
雲
南
消
防
本
部
の
消

防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
消
防
本
部
は
、
昭
和
46
年
に
木
次
町
外

三
町
消
防
組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

23
年
に
は
雲
南
消
防
組
合
か
ら
雲
南
広
域
連

合
へ
と
再
編
さ
れ
、
常
備
消
防
と
し
て
業
務

開
始
以
来
54
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
業
績
を

継
承
し
、
複
雑
、
多
様
化
す
る
消
防
業
務
に

お
い
て
、も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
職
務
に
専
心
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
火
災
や
事
故
等
の
災
害
に
加
え
、

地
震
、
集
中
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害

が
頻
発
化
し
て
お
り
、
昨
年
の
１
月
１
日
に

は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
、
今
年

に
入
り
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
山
林
火
災

の
発
生
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し

た
。
４
月
以
降
、
県
内
に
お
い
て
も
山
林
火

災
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

雲
南
管
内
の
災
害
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
3
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、
火
災
に
お
い
て
は
、
一
昨

年
か
ら
建
物
火
災
が
頻
発
し
、
尊
い
生
命
や

貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
追
悼
の
意
を
表

し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
各
種
災
害
に
対
し
、
管
内
の
防

災
力
を
向
上
す
る
た
め
に
、
総
合
的
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
人
材
育

成
の
推
進
、
計
画
的
な
消
防
施
設
等
の
整

備
、
構
成
市
町
及
び
消
防
団
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
自
主

防
災
組
織
等
を
通
じ
住
民
の
皆
様
と
の
情
報

共
有
を
図
り
、
よ
り
柔
軟
な
協
力
体
制
を
築

き
、
地
域
防
災
力
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
業
務
に
お
い
て
は
、
感
染
症

の
拡
大
や
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
全
国

的
に
救
急
需
要
の
増
大
・
多
様
化
が
顕
著
で

あ
り
、
当
消
防
本
部
に
お
い
て
も
出
場
件
数

は
、
増
加
の
一
途
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
救
急
隊
員
の

知
識
・
技
術
の
向
上
に
取
り
組
み
、
計
画
的

に
救
急
救
命
士
を
養
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
消
防
の
使
命
を
自
覚

し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
住
民
の

皆
様
の
安
全
・
安
心
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
住
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
消
防

団
を
は
じ
め
、
構
成
市
町
並
び
に
関
係
機
関

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

消
防
長
就
任
挨
拶

消
防
長
就
任
挨
拶

雲
南
消
防
本
部

　

消
防
長　

江 

角
　
正 

樹

 

新
規
採
用 

　 

職
員
紹
介 

　
消
防
士
と
し
て
の
自
覚
を
常
に
持

ち
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
元
に
恩
返
し

を
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
消
防
学
校
で

知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
卒
業
後
は

即
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

吉
き っ か わ

川 真
し ん た

太
　
消
防
士
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
消

防
学
校
で
学
ぶ
知
識
や
技
能
を
最
大
限

に
活
か
し
、
地
域
住
民
の
方
々
が
安
心

で
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

青
あ お や ま

山 雷
ら い ご

悟

雲南消防本部から お 知 ら せ
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令
和
７
年
４
月
８
日
、
島
根
県

消
防
学
校
に
お
い
て
島
根
県
消
防

長
会
消
防
職
員
意
見
発
表
会
が
開

催
さ
れ
、
雲
南
消
防
本
部
か
ら
藤

原
裕
貴
消
防
士
長
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

藤
原
消
防
士
長
は
「
安
全
の
先

に
あ
る
未
来
」
と
題
し
、
今
ま
で

の
災
害
現
場
に
お
い
て
安
全
管
理

の
重
要
性
を
感
じ
、
若
手
職
員
か

ら
上
司
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行

う
「
リ
バ
ー
ス
メ
ン
タ
リ
ン
グ
」

を
実
践
す
る
こ
と
で
新
し
い
気
付

き
が
生
ま
れ
、
対
等
に
話
し
合
え

る
職
場
環
境
に
つ
な
が
る
と
い
う

内
容
で
、
発
表
し
ま
し
た
。

職
員
意
見
発
表
会

職
員
意
見
発
表
会

県
予
選

県
予
選

事 務 室

女性職員浴室・洗面室

仮 眠 室

待 機 室

食　　堂

消 毒 室

飯
南
消
防
署
庁
舎
の

飯
南
消
防
署
庁
舎
の

改
修
工
事
が

改
修
工
事
が

完
了
完
了
し
ま
し
た

し
ま
し
た

　感染症全般の感染防止を図るとともに、
老朽化した設備を更新するため、飯南
消防署庁舎の大規模改修を行いました。
　仮眠室の個室化や消毒室、事務室、
食堂の改修、また女性職員の専用浴室・
トイレが整備され、職員の勤務環境を
改善しました。
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　　　　　　　　をしっかり予防し、をしっかり予防し、
楽しい夏を過ごしましょう。楽しい夏を過ごしましょう。

　 温度や湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れ、 
体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどいときには、
けいれんや意識の異常など、様々な障害をおこす症状のことです。

　家の中でじっとしていても室温や湿度が高いと、体から熱が逃げにくく熱中症になる
場合がありますので、注意が必要です。

熱中症とは

重症度

軽 症

重 症

症　　状

・めまい
・立ちくらみ
・こむら返り
・手足のしびれ

・涼しい場所へ移動
・安静
・冷やした水分、塩分補給

・症状が改善すれば受診の
必要なし

・頭痛
・吐き気・吐いた
・体がだるい
・集中力や判断力の低下

・涼しい場所へ移動
・安静
・衣類をゆるめ体を冷やす
・十分な水分と塩分の補給

・口から飲めない場合や、
症状の改善が見られない
場合は、受診が必要

・意識障害（受答えや会話
がおかしい）

・けいれん
・運動障害（普段通りに歩

けないなど）
・体が熱い

・涼しい場所へ移動
・安静
・衣類をゆるめ保冷剤など

で冷やす

・急 い で
　救急車を
　要　　請

対　　処 医療機関への受診

熱中症の分類と対処方法

予防
方法

熱中症熱中症
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　雲南消防本部管内の小学生（３～６年生）を対象として、災害対応の知識を深めるとともに、他の小学校のクラブ員・
消防職員との交流を目的とした少年消防クラブ員研修会（協賛：一般社団法人島根県消防設備協会）を、７月 29 日（火）
に開催します。
　詳細が決まりましたら、各少年消防クラブへ案内をいたしますので、ご参加をお待ちしております。

第35回少年消防クラブ員研修会開催のお知らせ

ちびっこ消防士!!ちびっこ消防士!! 募集のお知らせ。募集のお知らせ。
　雲南消防本部の消防車と一緒に写真を撮って広報うんなんにのせませんか？
◉募集期間　令和７年７月１日～８月 31 日
◉募集対象　雲南市・奥出雲町・飯南町在住の子どもたち（未就学児）
　応募は、予防課メール（yobouka@unnan119.jp）に、必要事項（お子様
の名前、　保護者様の名前・連絡先、居住市町）を入力し、画像を添付して送信
してください。
　または、右記の QR コードを読み込んで、必要事項を記入し画像を添付して
送信してください。
　掲載は、広報うんなん秋号（10月下旬）を予定しております。
　　・出動等により、撮影に応じられない場合があります。
　　・みなさんの写真は、ホームページにも掲載します。

詳細については、雲南消防本部　予防課（☎ 0854-40-0139）
または、各消防署までお問い合わせください。
雲南消防署　☎ 0854-40-0119　　奥出雲消防署　☎ 0854-54-2166　　飯南消防署　☎ 0854-72-1201

危険物の取り扱いに注意しましょう!!

○カセットボンベは、炎天下などの高温になるような場所に置かない。
○カセットコンロを２台以上並べて使用しない。
○カセットコンロで炭の火をおこさない。
○携行缶の保管は、火気がなく換気の良い安全な場所で行う。
○給油は、換気の良い場所でエンジンを停止してから行う。
○エア調整ねじを緩め、携行缶内の圧力を下げてからキャップを開ける。
○給油中は、たばこの火や他の火種になるようなものを近づけない。

カセットボンベ・ガソリンの取り扱い

　夏を迎え、納涼祭やバーベキューでガスコンロや発電機など、カセットボンベやガソリンを
燃料とする機器を使用する機会が増えると思います。取り扱いを間違えると、けがをしたり、
火災に至るケースがあります。
　使用には十分に注意をして、安全な取り扱いをお願いします。
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雲南広域連合　〒699-1311　島根県雲南市木次町里方1100-6　URL https://www.unnan.jp
◦総務課　TEL0854-47-7340　◦介護保険課　TEL0854-47-7342　◦環境衛生課　TEL0854-42-0481
◦雲南消防本部・雲南消防署　TEL0854-40-0119　◦奥出雲消防署　TEL0854-54-2166　◦飯南消防署　TEL0854-72-1201

発 行

【問い合わせ先】

島根県福祉人材センター
☎ 0852－32－5957

URL https://www.shimane-fjc.com/

島根県福祉人材センター主催による、雲南会場の
「福祉職場　相談会」が、令和７年度は年３回開
催されます。
福祉職場に関心のある方、就職を希望する方に対
し、求人事業所が働き方等の説明や求職者から
の相談に応じ、当該職場や職種への理解を深め、
就職に向けたマッチングを図ります。
参加にあたっては事前申し込みが必要です。島根
県福祉人材センターホームページからの相談会申
込フォームまたは電話・メールでお申し込みくださ
い。参加費は無料です。お気軽にご参加ください。

ハローワーク雲南
（雲南市木次町里方514-2）

［時間］

13時30分～15時30分
（受付13時30分～15時00分）

［会場］

［期日］

令和7年
6月24日火

令和7年
10月21日火

令和8年
2月17日火

福祉職場 相談会って ?

相談コーナーって ?

雲南地域で求人を出している事業所に、求人内容や福祉
職場について、質問することができる場です。アットホー
ムな雰囲気で、普段聞けないことについて聞くことも出
来ます。また、島根県福祉人材センターの相談コーナー
もあります。ぜひ一度足を運んでみてください。

相談コーナーでは「短時間で勤務したい」、「子育てと仕
事を両立したい」などのニーズに合った求人を紹介してい
ます。また、福祉に関する資格や、福祉職場の仕事内容
などについても相談することができます。島根県福祉人
材センターの相談コーナーのみの利用も可能です。

Q

Q

A

A

福祉職場相談会福祉職場相談会

広域的な交流・まちづくり・人材育成等の活動へ助成します

【問合せ先】　雲南広域連合　総務課　電話 0854-47-7340

詳しくは、広域連合ホームページを
ご確認ください

雲南地域において、１市２町にわたる広域的な交流、まちづくりの推進、人材育成等の活動を行う団体へ活動
費用の一部を助成します。

１　助成対象者　※次のいずれにも該当すること ３　助成金の額

4　募集期間
２　助成対象事業　※（１）～（３）のいずれにも該当する事業

雲南地域まちづくり活動事業助成金

⃝雲南地域（雲南市、奥出雲町又は飯南町）に活動の拠点がある団体
⃝民間または民間と行政により構成された団体

助成対象経費の1/2（上限 20万円）

令和7年5月9日㈮～令和7年6月30日㈪
（１）雲南地域１市２町にわたる広域的事業（①～③のいずれか）
　　　①交流　②まちづくりの推進　③人材育成
（２）団体が自ら主催する事業
（３）営利を目的としない事業
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